
　

高
度
経
済
成
長
と
大
量
消
費
社
会
の
中
で
伸
び
て

き
た
青
果
市
場
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
平
成
三
年
を

境
に
取
扱
量
が
鈍
化
し
年
々
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
諸
般
の
環
境
を
反
映
し
た
構
造
的
な
変
化

が
顕
著
に
表
わ
れ
て
い
る
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
地
方

市
場
は
「
何
が
で
き
る
か
」「
何
を
為
す
ベ
き
か
」
と

い
う
公
共
性
の
あ
る
市
場
と
し
て
の
使
命
感
と
、
地

方
の
人
々
よ
り
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
存
在
感
、
そ
の

目
的
が
問
わ
れ
る
時
代
に
入
る
と
思
う
。

　

現
実
に
お
い
て
は
、
未
會
有
の
消
費
不
況
に
よ
る

先
行
き
不
透
明
な
経
済
動
向
、
デ
フ
レ
化
等
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
価
格
形
成
に
、
業
界
、
現
地
を
含
め
た

関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
が
課
題
で
あ

る
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
安
定
供
給
を
モ
ッ
ト
ー
に
品

質
本
位
と
鮮
度
管
理
を
徹
底
し
、
買
受
人
に
こ
た
え

ら
れ
る
荷
揃
え
と
値
頃
感
で
、
さ
ら
に
産
地
に
は
再

生
産
の
で
き
る
適
正
価
格
で
販
売
す
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
。
当
社
で
は
、
一
昨
年
よ
り
庄
果
同
好
会

（
生
産
者
組
織
団
体　

会
員
五
百
余
名
）の
枝
豆
部
会

と
南
瓜
部
会
の
理
解
と
協
力
を
得
て
「
庄
内
た
だ

ち
ゃ
豆
」
と
「
庄
内
と
っ
て
お
き
南
瓜
」
を
関
東
一

円
の
消
費
者
に
庄
内
米
抽
選
券
付
き
で
定
価
販
売
す

る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
そ
の
応
募
投
書
に
お
け
る
コ

メ
ン
ト
で
は
参
考
に
な
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
好
評

の
う
ち
に
販
売
終
了
し
て
い
る
。
本
年
度
に
は
、
冬

期
間
二
月
よ
り
三
月
ま
で
、
冬
、
早
春
の
味
覚
に
と

「
庄
内
グ
リ
ー
ン
あ
さ
つ
き
」等
を
同
様
商
品
化
し
て

い
る
。
旬
の
季
節
に
地
の
利
を
生
か
し
鮮
度
、食
味
、

安
全
性
、
輸
送
強
化
と
一
味
違
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
加

え
、
庄
果
同
好
会
品
目
部
会
を
通
し
全
国
消
費
者
の

声
を
素
直
に
聴
き
入
れ
た
商
品
開
発
と
拡
販
を
目
指

し
一
層
の
努
力
を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。今
こ
そ
、

私
た
ち
は
市
場
の
原
理
に
た
ち
変
貌
す
る
流
通
変
革

時
代
に
た
ち
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
七
十
五
年
ぶ
り
の

卸
売
市
場
法
の
改
正
、
ま
た
農
政
改
革
大
綱
、
新
た

な
基
本
法
を
含
む
農
政
改
革
の
方
向
へ
と
、
消
費
者

視
点
を
重
視
し
た
食
料
政
策
の
構
築
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
。
今
ま
で
の
産
地
主
導
型
か
ら
消
費
起
点

に
改
め
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
自
主
ル
ー
ル
導
入
を

考
慮
し
た
市
場
機
能
の
発
揮
、
体
質
強
化
へ
の
経
営

手
腕
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

同
好
会
の
主
な
る
活
動
経
過
を
た
ど
っ
て
み
る

と
、
私
た
ち
の
山
形
県
、
特
に
庄
内
地
方
は
山
、
川

が
あ
り
、
海
が
あ
り
、
四
季
が
あ
り
、
人
情
が
豊
か

で
、
天
の
恵
み
を
う
け
自
然
環
境
の
中
で
米
を
中
心

に
園
芸
作
物
が
育
ま
れ
、
す
ば
ら
し
い
条
件
下
で
生

産
さ
れ
た
青
果
物
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
幸
せ

を
感
じ
る
。
ゆ
え
に
当
社
に
は
産
地
市
場
と
し
て
の

使
命
が
あ
る
。
同
好
会
は
発
足
以
来
今
年
で
二
十
六

年
目
を
迎
え
る
。
毎
年
一
泊
二
日
の
行
程
で
先
進
地

視
察
研
修
旅
行
と
研
修
懇
話
会
等
を
開
催
。
融
和
と

協
調
と
親
睦
を
は
か
り
研
さ
ん
を
つ
ん
で
い
る
。

　

各
々
の
品
目
部
会
と
研
究
会
を
作
っ
て
い
る
が
、

今
心
配
な
こ
と
は
銀
杏
研
究
会
で
あ
る
。
六
年
前
、

「
愛
甘
水
」（
新
水
に
変
わ
る
早
生
種
の
赤
梨
）
部
会

は
富
山
県
園
芸
試
験
場
に
視
察
研
修
を
行
っ
た
が
、

同
時
に
「
銀
杏
」
研
究
会
は
庄
内
一
円
の
会
員
が
ワ

イ
化
栽
培
で
三
年
な
い
し
五
年
で
収
穫
が
で
き
る
木

を
新
植
し
た
。
し
か
し
、
新
潟
市
の
篤
農
家
菅
原
さ

ん
の
園
地
を
視
察
研
修
し
佐
藤
康
夫
先
生
の
ご
指
導

を
頂
き
な
が
ら
も
未
だ
に
芽
が
で
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
再
度
の
講
習
と
園
地
巡
回
を
頂
き
挑
戦
し
て

み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
田
畑
転
換
へ
の
「
み
や
こ
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南
瓜
」
栽
培
で
は
、
作
型
の
未
熟
か
ら
雨
に
も
た
た

ら
れ
失
敗
し
た
経
験
も
あ
る
。し
か
し
、「
い
ち
ぢ
く
」

（
在
来
種
）で
は
十
年
前
か
ら
ほ
だ
木
の
収
集
を
冬
期

に
限
り
集
め
、
新
潟
県
の
精
農
園
さ
ん
に
根
付
け
を

依
頼
し
、
会
員
に
配
布
し
新
植
し
て
き
た
が
、
今
、

立
派
に
成
長
し
当
市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
数
多

く
の
苦
労
が
思
い
出
さ
れ
る
が
、
会
員
生
産
者
と
関

係
者
の
心
温
ま
る
ご
配
慮
と
ご
努
力
の
賜
物
と
心
か

ら
感
謝
し
て
い
る
。一
方
、「
庄
内
ア
ン
デ
ス
メ
ロ
ン
」

に
つ
い
て
は
二
十
二
年
前
、
庄
内
砂
丘
地
を
中
心
に

羽
黒
町
の
中
山
間
地
に
ま
で
産
地
化
を
図
り
生
産
販

売
に
取
り
組
み
グ
ル
メ
志
向
に
耐
え
る
品
質
の
よ
い

メ
ロ
ン
の
出
荷
を
頂
い
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
量
と

質
と
技
術
の
平
準
化
を
目
指
し
グ
ル
ー
プ
化
を
進
め

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
間
幾
多
の
困
難
も
乗
り
越

え
、
今
や
熊
本
、
茨
城
に
次
ぐ
日
本
の
三
大
産
地
を

確
立
、
好
評
を
得
て
い
る
。
私
は
、
産
地
は
変
わ
る

の
で
は
な
く
、
し
好
変
化
に
対
応
で
き
る
品
種
の
先

取
り
と
作
型
を
開
発
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
土
づ
く
り
に
は
「
カ
ル
ゲ
ン
」（
土
壌
改
良
剤
）

と
の
出
合
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
認
識
を
高
め
カ
ル

シ
ュ
ウ
ム
効
果
を
付
加
価
値
と
し
、
生
産
者
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
独
自
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し

て
販
売
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
国
カ
ル
ゲ
ン
使
用

愛
好
者
と
の
交
流
か
ら
、
当
市
場
に
は
全
国
か
ら
カ

ル
ゲ
ン
使
用
の
青
果
物
が
入
荷
し
、
庄
内
の
消
費
者

に
ご
愛
顧
を
頂
い
て
い
る
。
同
好
会
の
継
続
と
後
継

者
の
育
成
に
青
年
部
会
の
発
足
を
考
え
、
二
年
前
に

規
約
を
制
定
し
呼
び
か
け
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
流
通
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
取
組
み
に
は
、

次
の
五
点
を
考
慮
す
べ
き
と
思
う
。

①
現
状
の
市
場
流
通
と
価
格
形
成
の
変
化
＝
青
果

物
、
農
産
物
、
花
き
の
生
産
、
流
通
、
販
売
、
消

費
の
現
状
は
従
来
の
常
識
や
制
度
、
シ
ス
テ
ム
が

通
用
し
な
い
新
し
い
時
代
に
入
っ
た
。

②
市
場
流
通
、
国
内
産
地
お
よ
び
輸
入
青
果
物
の
変

化
＝
現
在
は
百
年
に
一
度
と
も
い
え
る
流
通
変
革

期
。青
果
物
流
通
に
お
け
る
物
流
、商
流
が
変
わ
っ

て
い
く
中
で
、
国
内
産
地
に
は
、
商
社
参
入
も
激

化
、
消
費
起
点
に
た
ち
消
費
地
主
導
型
に
対
応
で

き
る
か
が
今
後
の
ポ
イ
ン
ト
。
原
産
地
表
示
と
食

品
安
全
基
準
認
定
表
示
の
徹
底
。

③
青
果
物
（
特
に
地
場
物
）
に
対
す
る
消
費
者
の
意

識
変
化
＝
身
土
不
二
、
医
食
同
源
、
消
費
者
の
国

産
志
向
を
考
え
る
上
で
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
地

場
・
旬
で
あ
る
。
安
心
感
、
値
頃
感
が
付
加
価
値

と
な
る
。

④
生
産
、
加
工
、
流
通
、
消
費
を
考
慮
し
人
材
育
成
、

商
品
開
発
＝
消
費
者
に
納
得
し
て
頂
け
る
ア
イ
デ

ア
性
に
優
れ
、
地
の
利
を
生
か
し
、
ひ
と
味
違
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
健
康
志
向
を
考
慮
し
た
従
来
の

農
産
物
に
な
い
商
品
、
流
通
シ
ス
テ
ム
を
求
め
ら

れ
る
時
代
。
流
通
や
経
済
の
専
門
課
程
の
講
座
を

設
け
人
材
を
育
成
。

⑤
消
費
拡
大
、品
目
研
究
、市
場
活
性
化
へ
の
挑
戦
＝

お
い
し
さ
と
健
康
、
若
年
層
か
ら
高
齢
者
ま
で
考

慮
し
た
対
応
。
市
場
施
設
の
公
共
性
の
Ｐ
Ｒ
と
そ

の
有
効
利
用
。（
例
…
…
毎
月　

八
の
日
を
「
く
だ

も
の
の
日
」、
二
十
を
「
や
さ
い
の
日
」
と
い
っ
た

ア
ピ
ー
ル
。
高
速
山
形
道
、
庄
内
空
港
、
国
際
貿

易
酒
田
港
と
施
設
完
備
に
有
効
利
用
）

　

市
場
に
携
わ
る
役
職
員
は
産
地
に
赴
き
、
営
農
指

導
の
一
端
の
会
話
も
で
き
、
ま
た
店
舗
回
り
し
販
売

に
お
い
て
は
調
理
法
等
、
話
題
提
供
の
出
来
る
人
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
は
産
地
市
場
の
使
命
を
担

い
、
単
な
る
荷
受
市
場
で
は
な
く
公
設
、
拠
点
、
販

売
市
場
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
独

り
歩
き
は
で
き
な
い
。
こ
の
難
問
を
乗
り
越
え
る
に

は
、
人
材
の
育
成
と
行
政
お
よ
び
県
経
済
連
、
農
協

と
の
提
携
が
大
切
で
あ
る
。
ど
ん
な
時
代
に
な
っ
て

も
主
役
は
人
間
で
あ
る
。
融
和
と
協
調
と
情
報
を
大

切
に
し
英
知
を
出
し
合
い
未
来
共
創
に
努
力
す
べ
き

時
代
と
思
う
。
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庄印㈱庄果　代表取締役社長。

昭和10年９月３日生まれ。酒田市

住吉町19-20。㈲市場容器セン

ター　代表取締役社長。精算㈲　
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青果市場協会副会長、県農作物品

種審議員、酒田港貿易促進機構理

事、県流通情報協会理事。

平成10年度取扱高666,000万円。

数量27,435,000キロ。全体取扱高対

比の地場物、金額28％、数量34％。
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